































































































































































































 (%)  (%) 
小学校外国語科についての、何らかの研修 80.3  19.7  
教育委員会実施の研修 56.6  43.4  
大学が実施した研修 15.3  84.7  
民間で実施した研修 5.8  94.2  
NITS（独立行政法人教職員支援機構）が実施した研修 4.1  95.9  
校内で実施した研修 76.9  23.1  
学校教育団体での自主的勉強会 18.0  82.0  
市区町村で組織された研究会での研修 23.8  76.2  
インターネット上の教材・動画等での自習・学習 18.2  81.8  











































































































































































































あてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない あてはまらない
まる」を合わせた割合が過半数という結果であった。特
に「担当することが、漠然と不安である」が 3 人に 2 人
（67.2％）にものぼることは、実施が2020年度に迫ってい
るなかで、かなり重要な結果を示しているものと筆者ら
は考えている。
不安である割合が高く、特に70％を超えたのは、「教
材をつくるための時間が十分あるか」（77.6％）、「教材を
つくるための資料が十分あるか」（71.6％）の授業準備に
関する項目であった。
次いで、『「聞く」「話す」』（63.8％）、『「読む」「書く」』
（57.8％）の順で、調査参加者は「能力の評価が適切にで
きるか」に不安を感じていた。
一方、言語によるコミュニケーションに関する項目と
しての「ALTなど協力してくれる人とうまく連携ができ
るか」（55.6％）、「自分が話す英語が、子どもたちに理解
されるか」（53.2％）、「子どもたちがついてこられるか」
（50.7％）については、前述の項目と比べると不安である
割合がやや小さく、「あまり当てはまらない」「あてはま
らない」も、25％前後いた。
	 おわりに
本稿では、実施概要に示したインターネットリサーチ
の方法により、全国の小学校教員412名を対象に行った
小学校外国語科に関する教員の実態、授業・指導に関す
る意識調査の結果を示した。
小学校生活科とは異なり、小学校外国語科が教科のい
わば「純増」で、より一層周到な準備が不可欠であるにも
関わらず、調査を通じて、小学校教員が現状では相当の
不安を抱えており、特に授業準備への不安が際立って高
いことが分かった。過半数が校内・自治体が実施する研
修を受けるなどしており、小学校外国語科の教育内容等
についても一定程度は理解していると回答しているもの
の、そのことへの自信は乏しく、授業中の英語の使用へ
の自信も乏しいことがわかった。
筆者らは、教材の内容・教育方法についてある程度の
自信をもって小学校教員が外国語科の授業に臨むことが
できるようにするための方策について、その一端を担い
たいと考えている。本調査の外国語科の教員研修の参加
図 5  小学校外国語科・外国語活動の授業への不安
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者といった対象ではなく、一般教員に広く尋ねることで
得られた結果の重みを受けとめて、今後の研究を進めて
いきたい。
付記
本稿は、藤谷・峯村（2019）を一部引用しながら、その
内容から発展した研究について述べた。
本稿は、平成30年度 目白大学特別研究費（科学研究費
助成事業申請のための学内助成）：研究課題名『国際的な
学校間交流学習の教育評価・教員研修のデザイン』の助
成を受けている。
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